
新・観光立国推進基本計画スタート
地
方
で
の
消
費
、地
域
の
持
続
可
能
性
を
重
視

計画期間～年度
政府　閣議決定

基
本
的
な
方
針
三
つ
の
戦
略
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政
府
が
３
月

日
に
閣
議
決
定
し
た
新
た
な
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
日
本
の

観
光
を
持
続
可
能
な
形
で
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
テ
ー
マ
だ
。
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
抱
え
て
い
た
観
光
産
業

や
観
光
地
経
営
の
課
題
解
決
を
含
め
て
、
施
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
「
持
続
可
能
な
観
光
」
「
消

費
額
拡
大
」
「
地
方
誘
客
促
進
」
の
三
つ
を
掲
げ
た
。
数
値
目
標
に
つ
い
て
も
、
地
方
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
消
費
や
滞
在
の
質
、
地
域
づ
く
り
の
在
り
方
に
指
標
を
設
定
し
た
。

基
本
計
画
は
、
観
光
立
国
推
進

基
本
法
で
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。
前
期
の
計
画
は
２
０
２

１
年
３
月
末
で
期
間
が
終
了
し
て

い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
計

画
に
は
空
白
期
間
が
生
じ
た
。
観

光
の
動
向
が
見
通
せ
ず
改
定
が
先

送
り
さ
れ
た
た
め
で
、
検
討
作
業

が
再
開
さ
れ
た
の
は

年

月
に

な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

新
た
な
基
本
計
画
の
期
間
は
２

０
２
３
～

年
度
。
こ
れ
ま
で
の

基
本
計
画
は
、
例
外
は
あ
る
も
の

の
、
５
カ
年
を
基
本
と
す
る
中
期

計
画
と
し
て
策
定
さ
れ
て
き
た

が
、
今
期
は
国
内
外
の
観
光
需
要

の
回
復
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
開

催
年
を
見
据
え
、
３
カ
年
と
比
較

的
短
期
の
計
画
と
し
て
策
定
さ
れ

た
。基

本
的
な
方
針
に
は
、
三
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
応
し
た
三
つ
の

戦
略
と
し
て
、
①
持
続
可
能
な
観

光
地
域
づ
く
り
戦
略
②
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
回
復
戦
略
③
国
内
交
流
拡
大

戦
略
―
を
掲
げ
た
。
戦
略
の
推
進

に
よ
る
成
果
指
標
に
は
主
に
８
項

目
の
目
標
を
設
定
し
た
。
代
表
的

な
目
標
は
、
訪
日
外
国
人
１
人
当

た
り
の
旅
行
消
費
額
（
単
価
）
で


年
ま
で
に

万
円
へ
の
引
き
上

げ
を
目
指
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

本
格
的
な
回
復
に
向
け
た
集
中
的

な
取
り
組
み
、
富
裕
層
な
ど
の
高

付
加
価
値
旅
行
者
の
誘
致
、
観
光

地
の
再
生
・
高
付
加
価
値
化
を
推

進
す
る
こ
と
で
、

年
実
績
の


万
９
千
円
か
ら
約

％
増
加
さ
せ

る
。日

本
人
の
国
内
旅
行
で
は
、


年
ま
で
に
地
方
部
の
延
べ
宿
泊
者

数
を

年
実
績
の
３
億
人
泊
か
ら

３
億
２
千
万
人
泊
に
増
や
す
。
人

口
減
少
が
予
想
さ
れ
る
中
、
地
方

部
に
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創

出
し
、
旅
行
実
施
率
の
向
上
、
滞

在
の
長
期
化
な
ど
を
目
指
す
。
地

域
の
関
係
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が

る
新
た
な
交
流
需
要
の
開
拓
な
ど

に
も
取
り
組
む
。

計
画
期
間
の

年
を
期
限
と
す

る
目
標
以
外
に
も
、
訪
日
外
国
人

旅
行
消
費
額
５
兆
円
に
つ
い
て
は

早
期
の
達
成
を
目
指
す
。
過
去
最

高
を
記
録
し
た

年
の
実
績
４
兆

８
千
億
円
を
回
復
し
、
さ
ら
に
上

回
る
水
準
と
し
て
目
標
に
定
め
ら

れ
て
い
る
。５
兆
円
の
達
成
に
は
、

単
価

万
円
×
旅
行
者
数
２
８
０

０
万
人
な
ど
が
目
安
と
な
る
。

持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
む
地
域
数
の
目
標
は
１

０
０
地
域
、
う
ち
国
際
認
証
・
表

彰
地
域
を

地
域
と
設
定
し
た
。


年
時
点
で
は

地
域
、
う
ち
国

際
認
証
・
表
彰
地
域
が
６
地
域
。

全
国
各
地
で
持
続
可
能
な
観
光
地

域
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
が
進
む

水
準
を
目
指
し
て
い
る
。
地
域
数

は
、
観
光
庁
が
国
際
基
準
に
準
拠

し
て
策
定
し
た
「
日
本
版
持
続
可

能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
Ｊ

Ｓ
Ｔ
Ｓ
―
Ｄ
）
に
基
づ
く
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
取
得
し
た
自
治
体
や
Ｄ
Ｍ

Ｏ
な
ど
の
団
体
数
が
指
標
。
国
際

認
証
・
表
彰
地
域
は
、
グ
リ
ー
ン

・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
ま

た
は
国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
よ
る
ベ
ス
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
認
証
・
表

彰
を
受
け
た
地
域
を
指
標
と
す

る
。

基
本
計
画
に
お
け
る「
持
続
可

能
な
観
光
地
域
づ
く
り
」「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
回
復
」「
国
内
交
流
拡
大
」

の
三
つ
の
戦
略
に
つ
い
て
の
記
載

は
次
の
通
り
。

①
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
戦
略

観
光
振
興
が
地
域
社
会
・
経
済

に
好
循
環
を
生
み
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
回
復
と
国
内
交
流
拡
大
の
双
方

を
支
え
る
、持
続
可
能
な
観
光
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃

を
受
け
た
観
光
地
、観
光
産
業
の

再
生
・
高
付
加
価
値
化
を
図
る
。こ

の
た
め
、地
域
へ
の
経
済
効
果
の

高
い
滞
在
型
旅
行
の
拠
点
で
あ
る

宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
の
改
修
を

支
援
し
、観
光
産
業
の
収
益
力
を

向
上
さ
せ
る
。ま
た
、観
光
Ｄ
Ｘ
を

強
力
に
推
進
し
、観
光
産
業
の
生

産
性
向
上
と
観
光
地
経
営
の
高
度

化
に
よ
る「
稼
げ
る
地
域
・
稼
げ
る

産
業
」の
実
現
を
目
指
す
。支
援
に

際
し
て
は
、観
光
産
業
の
収
益
向

上
が
従
業
員
の
待
遇
改
善
に
つ
な

が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

あ
わ
せ
て
、地
球
環
境
に
配
慮

し
た
旅
行
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、自
然
や
文
化
な
ど
の
地
域
の

観
光
資
源
の
保
全
と
観
光
が
両
立

し
、地
域
住
民
に
も
配
慮
し
た
観

光
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。そ

の
際
に
は
、地
域
に
お
い
て
観
光

地
域
づ
く
り
の
司
令
塔
の
役
割
を

果
た
す
観
光
地
域
づ
く
り
法
人

（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）を
核
と
し
て
、適
切
な

観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
が
構

築
さ
れ
、一
過
性
の
補
助
金
に
頼

ら
な
い
持
続
的
な
観
光
戦
略
が
策

定
・
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
促
進
す

る
。こ

う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、観
光
振
興
が
地
域
社
会
・
経
済

に
好
循
環
を
も
た
ら
す
仕
組
み
づ

く
り
を
全
国
の
観
光
地
に
展
開
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
住
ん
で
よ
し
、

訪
れ
て
よ
し
」の
持
続
可
能
な
観

光
地
域
づ
く
り
が
各
地
で
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
、ひ
い
て

は
わ
が
国
が「
持
続
可
能
な
観
光
」

の
先
進
地
域
と
し
て
世
界
に
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
指
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
戦
略

２
０
２
２
年

月
の
わ
が
国
の

水
際
措
置
の
大
幅
緩
和
後
、訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
の
回
復
は
進
ん

で
き
た
が
、コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に

は
及
ん
で
い
な
い
。

世
界
全
体
の
国
際
航
空
旅
客
の

コ
ロ
ナ
前
水
準
へ
の
回
復
は
２
０

２
５
年
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、水

際
対
策
の
緩
和
が
遅
れ
た
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
に
つ
い
て
は
、さ
ら

に
遅
れ
る
見
込
み
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。

今
後
、消
費
額
の
拡
大
や
地
方

誘
客
の
促
進
を
図
り
つ
つ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
本
格
的
に
回
復
さ
せ
て

い
く
た
め
、ま
ず
は
、特
別
な
体
験

の
提
供
や
、特
別
感
の
あ
る
イ
ベ

ン
ト
を
全
国
各
地
で
集
中
的
に
実

施
し
、わ
が
国
の
観
光
の
再
始
動

を
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
形
で
訴
え

な
が
ら
、日
本
各
地
の
魅
力
を
全

世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

ま
た
、観
光
消
費
の
旺
盛
な
高

付
加
価
値
旅
行
者
の
地
方
誘
客
、

消
費
額
拡
大
に
向
け
た
高
付
加
価

値
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
、地
方

直
行
便
の
増
便
や
大
都
市
か
ら
地

方
へ
の
周
遊
円
滑
化
、Ｉ
Ｒ
整
備

の
推
進
に
も
取
り
組
む
。コ
ン
テ

ン
ツ
に
つ
い
て
は
、わ
が
国
の
宝

で
あ
る
文
化
財
の
夜
間
貸
し
切
り

な
ど
の
思
い
切
っ
た
活
用
や
、ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、ア
ー
ト
、食
、国

立
公
園
、農
泊
な
ど
、環
境
負
荷
が

少
な
い
形
で
、地
域
に
お
け
る
自

然
や
文
化
へ
の
理
解
増
進
と
消
費

額
拡
大
が
期
待
で
き
る
分
野
の
取

り
組
み
を
強
化
す
る
。

関
係
省
庁
の
施
策
を
総
動
員
し

て
集
中
的
な
取
り
組
み
を
実
施
す

る
こ
と
で
、足
元
の
円
安
の
メ
リ

ッ
ト
も
生
か
し
、早
期
の
訪
日
外

国
人
旅
行
消
費
額
５
兆
円
の
達
成

を
目
指
す
。そ
の
際
に
は
、観
光
の

質
を
重
視
し
、各
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

特
性
の
違
い
に
も
着
目
し
て
、デ

ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
基
に

き
め
細
か
い
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
ほ
か
、大
阪
・
関
西
万
博

な
ど
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
も
戦
略
的

に
活
用
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、観
光
の
み
な
ら
ず
、Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
や

外
国
人
留
学
生
受
け
入
れ
な
ど
、

多
様
な
目
的
で
の
国
際
的
な
人
的

交
流
の
機
会
を
創
出
す
る
ほ
か
、

の
こ
ぎ
り
の
よ
う
に
押
し
引
き
で

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
相
乗
効
果
を
上

げ
る
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド（
日
本
人

の
海
外
旅
行
）に
つ
い
て
も
、日
本

人
の
国
際
感
覚
や
異
文
化
理
解
力

を
育
む
意
義
を
踏
ま
え
、若
者
の

海
外
旅
行
や
海
外
留
学
の
促
進
な

ど
に
よ
り
、そ
の
復
活
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

③
国
内
交
流
拡
大
戦
略

国
内
旅
行
市
場
は
、人
口
減
少

が
進
む
中
で
、コ
ロ
ナ
前
の
約


年
間
、旅
行
者
数
、消
費
額
と
も
横

ば
い
で
推
移
し
て
き
た
。一
方
で
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
と
比
べ
た
外
的
要
因
に
対
す
る

強
靱

き
ょ
う
じ
ん

さ
が
示
さ
れ
、国
内
交
流
拡

大
に
取
り
組
む
重
要
性
が
改
め
て

明
ら
か
と
な
っ
た
。

今
後
と
も
人
口
減
少
の
影
響
は

避
け
ら
れ
な
い
中
、地
域
の
コ
ン

テ
ン
ツ
の
充
実
や
魅
力
の
向
上
、

休
暇
取
得
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、

国
民
の
観
光
旅
行
の
実
施
率
向
上

や
滞
在
長
期
化
を
図
っ
て
い
く
ほ

か
、出
張
や
親
族
訪
問
に
近
い
感

覚
の
旅
の
潜
在
需
要
を
顕
在
化
さ

せ
る
な
ど
、旅
行
需
要
の
平
準
化

や
地
域
の
関
係
人
口
拡
大
に
も
つ

な
が
る
形
で
の
交
流
需
要
の
拡
大

を
図
る
。

国
内
に
お
け
る
新
た
な
交
流
市

場
を
開
拓
す
る
取
り
組
み
と
し
て

は
、近
年
の
働
き
方
や
住
ま
い
方

の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
も
踏
ま

え
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、「
何
度
も
地
域

に
通
う
旅
、帰
る
旅
」を
定
着
さ
せ

る「
第
２
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」、

高
齢
者
な
ど
の
旅
行
需
要
の
喚
起

に
つ
な
が
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、国
内
交
流
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
、国
内
旅
行
消
費
額
に
つ
い

て
も
、早
期
の

兆
円
の
達
成
を

目
指
し
た
上
で
、さ
ら
な
る
拡
大

を
目
指
し
て
い
く
。




